
-
奈
の
不
耕
栽
培
に
闘
す
る
研
究

(
第
三
報
告
)

そ
の
三
、
不
耕
栽
培
に
於
け
る
勢
力
経
済
に
閲
す
る
研
究

一

、

研

究

の

課

題

二

、

研

究

の

方

法

一
一
一
、
研
究
の
結
果

A
、
音
務
・
機
械
耕
・
不
耕
法
の
努
力
民
鮫

(1) 

b
f
耕
法
の
所
要
努
力
・
努
働
一
人
省
生
産
高

(2) 

機
械
金
耕
法
の
所
要
努
力
・
努
働
一
入
賞
生
直
高

(3) 

不
叫
耕
臨
白
磁
法
の
所
要
努
力
・
努
働
一
人
晶
画
生
産
高

B
、
観
戦
耕
・
不
耕
法
の
努
力
比
鮫

(4) 

慣
行
機
械
耕
法
の
所
要
努
力
・
間
百
働
一
人
窓
生
産
高

褒
の
不
緋
裁
倍
に
闘
す
る
研
究
ハ
第
三
回
開
告
)

農
四
、
考品

開nu
 

噌
目
晶

玉
、
摘

(
第
一
報
)

理長

士
口

同

金

市

士

宅

章

(5， 
改
良
機
械
耕
法
の
所
要
努
力
・
民
百
働
一
人
曾
佳
産
高

(6) 

不
耕
密
燭
法
の
所
要
努
力
・
努
働
一
人
留
佳
産
高

c、
耕
・
不
耕
輔
純
情
法
の
校
眠
障
比
般

(7) 

耕

-
不
耕
訟
の
反
骨
晶
収
量
・

g
一
索
一
貫
匁
醤
枚
霞

察

(8) 

曹
遁
耕
起
訟
と
宇
耕
・
全
耕
・
不
緋
法
の
栽
情
勢
力
比
較

在
来
高
田
力
紛
作
法
と
幽
間
同
開
紛
・
不
耕
法
の
所
製
努
力
比
鮫

富
里
作
袈
の
不
緋
栽
熔
が
表
作
E
m
に
及
ぼ
す
影
醤

嬰

同
五
七



副
賞
の
不
耕
輔
叫
憶
に
閉
す
る
研
究
ハ
第
三
回
開
告
)

四
五
八

-
、
研

史

の

課

題

、J

不
耕
栽
培
に
於
伐
る
萎
の
生
育
過
裂
が
、
岐
に
報
告
せ
る
如
く
は
、
耕
転
栽
培
の
そ
れ
に
比
し
て
劣
悪
に
な
る
と
い
ふ
と
と
が
訟
く
、
不

、J

耕
栽
培
に
於
け
る
雑
草
の
防
除
が
、
既
に
報
告
せ
る
如
く

σ、
除
草
剤
と
し
て
石
友
空
業
を
撒
布
す
る
と
と
に
よ
っ
て
或
る
棋
度
可
能
た
ら

ぱ
、
委
作
に
於
て
綾
も
努
力
b
L
要
す
る
耕
起
・
中
耕
・
除
草

・
土
寄
等
の
耕
転
を
中
心
と
す
る
詩
作
業
を
省
略
し
得
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
現
貸
的
に
幾
何
の
努
力
節
約
に
な
る
か
は
、
農
家
の
貰
際
経
俸
に
つ
い
て
究
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
叉
、
除
草
剤

と
し
て
の
石
友
窒
素
が
肥
料
と
し
て
幾
何
の
効
果
を
費
現
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
換
言
す
れ
ば
、
石
友
窒
素
を
除
草
剤
と
し
て
使
用
す
る
と

と
に
よ
っ
て
肥
効
に
幾
何
の
減
退
が
あ
る
か
は
、
農
家
の
賞
際
経
替
に
つ
い
て
究
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
問
題
で
あ
る
・

そ
し
て
、
反
営
の
牧
量
に
劃
し
て
、
柑
労
働
一
入
賞
生
産
高
、

肥
料
、
特
に
、

窒
素
一
貫
匁
首
牧
量
が
比
較
研
究
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
け
だ
し
、
反
省
牧
量
を
高
め
る
と
同
時
に
、
勢
働
一
入
賞
生
産
高
、
輩
栄
一
貰
首
牧
量
を
高
め
る
と
と
が
、
努
力
と
肥
料
の
不
足
せ
る

僚
件
の
下
に
於
て
は
、
農
業
経
響
的
に
も
園
家
盤
情
的
に
も
、
特
に
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

-
-
、
前

究

の

方

法

前
記
の
如
き
不
耕
栽
培
に
於
け
る
努
力
経
済
に
闘
す
る
研
究
は
、
そ
の
課
題
の
性
質
上
、
具
樫
的
に
農
家
の
農
業
経
営
の
中
に
於
て
質
施

さ
れ
-
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
調
奈
研
究
の
正
確
を
期
す
る
た
め
に
、
首
該
地
方
で
農
業
技
術
水
単
の
比
較
的
高
い
専
業
農
家
を
選
ん
で
、

直
一
反
歩
以
上
の
面
積
に
於
て
、
不
耕
栽
培
と
耕
転
栽
暗
に
於
け
る
努
力
経
済
の
比
較
研
究
を
行
っ
た
。
不
耕
栽
培
の
土
質
に
劃
す
る
遁
肱

性
を
も
確
め
る
た
め
に
、
賓
騒
農
家
は
砂
土
(
砂
質
壌
土
)
地
帯
で
あ
る
都
謀
郡
菅
生
村
耐
安
と
、
強
粘
土
(
埴
土
)
地
帯
で
あ
る
児
島
郡
興
給



代
表
す
る
も
の
で
あ
る
・
と
の
貨
駿
農
家
の
農
業
経
健
全
醐
聞
に
つ
い
て
は
、
別
に
農
業
経
替
研
究
の
た
め
に
精
続
反
る
粧
替
日
誌
が
記
録
さ

付
曾
岨
棋
に
禁
て
選
定
し
た
@
貨
験
農
家
の
農
業
技
術
水
準
は
営
諸
地
方
に
於
て
は
比
較
的
高
い
も
の
で
あ
る
が
、
技
術
の
費
展
段
階
か
ら
い

へ
ば
、
前
者
は
未
だ
畜
耕
段
階
に
あ
り
、
後
者
は
岐
に
機
械
耕
段
階
に
あ
り
、
而
も
そ
れ
は
大
韓
に
於
て
営
該
地
方
の
技
術
の
賞
展
段
階
を

れ
て
を
り
、
そ
れ
は
農
業
経
替
に
開
す
る
研
究
に
於
て
詳
細
報
告
す
る
議
定
で
あ
る
か
ら
、
と
L
に
そ
の
粧
替
の
詳
細
を
記
述
す
る
と
と
は

割
愛
す
る
が
、
と
の
質
験
農
家
の
農
業
経
替
に
於

τ、
地
力
の
等
し
い
一
集
聞
の
耕
地
面
積
三
反
歩
以
上
の
と
と
ろ
を
濯
ぴ
、
一
試
験
直
を

一
反
歩
以
上
と
し
て
、
菅
生
村
で
は
、
貰
験
農
家
の
到
達
し
て
ゐ
る
萎
作
技
術
の
抜
高
の
も
の
と
し
て
の
役
牛
に
よ
る
牛
耕
法
を
中
心
と
し
、

そ
れ
に
劃
し
て
、
耕
転
機
に
よ
る
全
耕
法
及
不
耕
務
播
法
を
比
較
研
究
し
、
興
除
村
に
於
て
は
、
貰
験
農
家
の
到
達
し
て
ゐ
る
萎
作
技
術
の

設
高
の
も
の
と
し
て
の
機
械
耕
法
宮
中
心
と
し
、
そ
れ
に
劃
し
て
、
改
良
機
械
耕
法
及
不
耕
密
播
法
を
比
較
研
究
し
た
.
賞
験
農
家
の
到
達

し
て
ゐ
る
萎
作
技
術
の
最
高
の
も
の
と
し
て
の
宇
耕
法
、
慣
行
機
械
耕
法
に
つ
い
て
は
、
何
等
の
指
示
を
輿
べ
令
、
貰
験
農
家
の
最
善
を
壷

さ
し
め
た
が
、
機
械
金
耕
法
、
改
良
機
械
耕
法
、
不
耕
斡
播
法
に
つ
い
て
は
、
直
接
指
示
蛍
輿
へ
た
。
そ
の
具
鴨
的
内
容
は
、
後
に
研
究
の

結
某
b
E

報
告
す
る
際
に
詳
記
す
る
如
く
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
各
試
験
阪
に
つ
い
て
、
一

O
分
を
単
位
と
す
る
作
業
日
誌
を
記
録
せ
し
め
て
努
力

闘
係
・乞
詳
記
せ
し
め
る
と
共
に
、
耕
転
機
に
よ
る
耕
転
作
業
に
つ
い
で
は
、
直
接
別
に
精
密
な
時
間
調
濯
を
行
っ
た
。
牧
量
制
殺
は
、
農
繁

期
の
最
も
繁
忙
な
且
梅
附
期
に
接
す
る
萎
の
壮
健
作
業
の
農
家
に
託
す
る
繁
雑
さ
を
考
慮
し
て
、
坪
刈
調
官
官
に
よ
っ
て
算
出
し
た
@
不
耕
栽

培
に
恭
け
る
跡
作
稲
に
及
ぼ
ず
影
響
に
つ
い
て
は
、
輪
作
の
問
題
と
剛
聯
し
て
研
究
さ
る
べ
き
重
要
問
題
で
あ
る
か
ら
別
に
穂
積
し
て
賓
験

を
進
め
て
ゐ
る
が
、
と
』
で
は
不
耕
栽
培
跡
地
の
耕
転
作
業
と
、
跡
作
稲
に
闘
す
る
枇
量
調
奈
と
を
附
記
し
で
沿
か
た
け
れ
ば
た
ら
な
い
。

米
と
萎
の
二
毛
作
農
業
に
於
て
は
、
雨
者
の
闘
係
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
か
ら
で
る
る
。

高
賓
の
不
餅
殺
岡
崎
に
闘
す
る
研
究
〈
修
三
報
告
)

町
四
五
九



奈
の
不
耕
栽
他
国
に
関
す
る
研
究
(
第
三
報
告
u

四
ホ
O

豆
、
研

究

の

結

呆

研
究
の
結
果
は
、
先
づ
A
、
農
業
技
術
水
準
が
畜
耕
段
階
に
あ
る
菅
生
村
一
肌
安
の
貰
験
農
家
に
於
け
る
仰
牛
に
よ
る
傘
耕
法
、
間
耕
転
機
に

よ
る
金
耕
法
、

mw不
耕
密
播
法
の
所
要
努
力
及
蛇
労
働
一
入
賞
生
産
高
を
比
較
し
、
戎
に
、

B
、
農
業
技
術
水
準
が
機
械
耕
段
階
に
あ
る
興
除

村
曾
根
の
貰
験
農
家
に
於
け
る
仰
慣
行
機
誠
耕
法
、

mw改
良
機
械
耕
法
、
側
不
耕
密
播
法
の
所
要
努
力
及
第
働
一
入
賞
生
産
高
を
比
較
し
、

• 

更
に
、

c
、
そ
れ
等
b
E
綜
合
し
て
、

m
w反
省
牧
量
と
肥
料
特
に
窒
素
一
貫
匁
嘗
の
牧
量
を
比
較
す
る
。

A

、
高
耕
・
機
械
耕
・
不
耕
法
の
比
較

菅
生
村
耐
安
の
畜
耕
段
階
に
あ
る
貰
験
農
家
の
役
牛
串
耕
法
、
耕
転
機
会
耕
法
、
不
耕
密
播
訟
の
所
要
努
力
及
勢
働
一
入
賞
生
産
高
は
、

，
哉
の
如
く
で
あ
る
・

ω、
b
T耕
法
の
所
要
努
力
と
勢
働
一
入
賞
生
産
高

菅
生
村
耐
安
の
貸
験
農
家
の
到
達
し
て
ゐ
る
葬
作
技
術
水
準
た
る
畜
力
に
よ
る
A
T
耕
法
は
、
岡
山
鯨
南
部
地
方
で
庚
く
行
は
れ
て
ゐ
る
方

法
で
あ
る
・
そ
の
方
法
は
、
稲
株
五
列
を
以
O
て
一
堕
と
し
、
稲
株
の
聞
の
み
を
継
に
て
深
さ
ニ
寸
位
耕
起
し
、
そ
の
耕
起
し
た
土
を
陣
土

し
、
播
種
溝
を
つ
く
っ
て
萎
を
播
種
し
、
後
に
盟
聞
の
不
耕
稲
株
は
中
央
の
畦
間
に
上
げ
て
四
尺
五
寸
、
二
僚
播
の
聾
を
つ
く
る
の
で
あ
る
。

、jqo 

高
力
に
よ
る
簡
易
整
地
播
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
〈
播
種
営
時
稲
株
を
銅
起
さ
な
い
か
ら
耕
起
整
地
が
容
易
で
あ
り
、
後
に
期
間
一
列
の

稲
株
だ
け
は
中
耕
の
際
銅
起
し
て
中
央
の
畦
聞
に
上
げ
る
け
れ
ど
も
、
只
一
列
の
稲
株
を
中
央
の
畦
聞
に
上
げ
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
中
耕
作

業
が
極
め
て
容
易
で
あ
る
の
み
左
ら
や
、理
聞
の
中
耕
・
谷
明
作
業
に
畜
力
を
利
用
す
る
と
と
が
出
来
る
。
か
く
の
如
く
と
の
方
法
は
高
カ
利



用
上
、
又
努
力
の
配
分
上

比
較
的
有
利
な
方
法
で
あ

る
。
そ
の
作
業
別
月
別
の

反
省
努
働
時
間
及
努
働
一

入
賞
生
産
高
は
第
一
衰
の

如
く
で
あ
る
.

金
耕第
しー
な表
ν、I't.
かみ
らる
耕如
起ぐ
と

整
地
に
努
力
を
要
す
る
と

種 a
のは
遁少
期な
をく
失 ・
し従
なっ
ν、・亡
や播

ろ
に
作
業
す
る
と
と
が
出

来
る
が
、
串
・
耕
で
あ
る
か

ら
中
耕
に
比
較
的
努
力
を

要
す
る
事
が
多
い
け
れ
ど

も
、
そ
れ
は
播
種
作
業
を

字耕法(4.5尺盟2僚〉播の作業ZIj‘月別反営努働

時間及勢働1入賞生産高

-第 一表。

ぷHh1周 112~ 11 ~ 12 ~ 1 3 尼 14~ 1 5~ 16~ I 計 ~
石灰窒素 一 一撤ffj

矯 種 2弘∞ 3.∞ 2.8 10.3 
堆肥撤市 5.00 5.<氾 4.7 

施 8~ L∞ 1~∞ 1.∞ 3.α] 2.8 

耕 起 1.31日 1却 1.4 

理竪 地 10.30 10却 9.8 

申 耕 5伺 10.00 4.00 10.30 3.20 31.初 29.3 71.3 

除 12.30 8.30 21;30 19.6 

土 12.00 12.0日 11.2 

ヨ奇 刈 11.∞ 11.∞ 10.2 
結 ;t! 3.∞ 3.∞ 2.8 18.4 
渥 織 2.30 2.30 2.3 

腕 殺 3.20 3.却 3.1 

計 12州 1叫附aω∞14∞| 叫m仰∞|品脚叫却判18却|いω附9ω501卜仰町2判叫削~
巧 12~il I 9.3 1 3•7 1ω 122.4 r附 I7.9 118.5 /1∞o I 
反富吉収量〈石)(~提案反嘗 1貫700匁施肥〉 / 2.471 

号事鋤1人2吉生産高〈石〉 I 0利

帽
賓
の
不
緋
裁
凶
唱
に
闘
す
る
研
究
〈
第
二
一
線
告
)

四
六

畜力を牢耕軽量に1時間30分、第1回申緋に2時間00分、第2回申耕に1時

間ro分合計5時間使用す。 .
股綬は3馬力の石油震動機に2人扱動力院教慢を使用す。-

備考



終
っ
て
か
ら
の
農
閑
期
に

直
閣
の
不
機
議
出
国
に
闘
す
る
研
究
(
修
三
緩
告
)

四
六

行
は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら

努
力
の
配
分
上
有
利
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
、
耕
起
整

地
・
中
耕
・
除
草
・
土
寄

等
の
耕
転
を
中
心
と
す
る

作
業
は
、
金
作
業
時
間
の

七
一
・
一
二
dm
を
占
め
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
反
嘗
織
作

業
時
聞
は
一

O
七
時
間
二

O
分
、
反
古
牧
量
二
・
四
七

石、

一O
時
聞
を
一
人
夫

と
す
れ
ば
、
勢
働
-
人
嘗

生
産
高
は

0
・
二
一
一
一
石
で

る
る
。

機械金耕法(畦間2尺僚播)の作業別、月別反

哲朗勤時間及勢働1入賞生産高

第二表

よ烈日 12局 1局 2月 5周

石灰窒素 一 一撒布
燭 .種 3.00 3.∞ 3.3 

12.2 
堆肥撒布 5:∞ 5.00 5.6 

施 seJ 1.∞ 1.∞ 1.∞ 3.∞ 3.3 

耕 起 1.囚 1.20 1.5 

整 地 14，伺 14咽 16.3 

申 耕 11.凋 11.初 12.8 65.7 

除 草 12.30 5.20 17.50 19.8 

土 寄 13.45 13.45 15.3' 

愛 刈 11.∞ 11.∞ 12.2 

結 貫主 3.∞ 3.∞ 3.4 
22.1 

運 銀 え却 2.鈎 2.8 

腕 設 3.20 3.20 3.7 

計 125∞1 -1 -11.00125.∞11州一11州側1100.01 
% f27.8 1 -T -1 1.1 127.8 121.21 -122.1 11∞o 1 
皮2吉収量〈石)(製薬反醤1賃7∞匁施肥〉 I 2印|
努働1人富生産高(石〉 1 0.291 
耕転は2.5J馬力スピ戸Pラy!f耕転機により金耕L1時間20分を!z!す。

綬畿は同前

備考



ゆ
・
機
械
金
耕
法
の
所
要
勢
力
・
勢
働
一
入
賞
生
産
再

乾
田
に
於
て
は
高
力
に
よ
る
型
耕
に
代
ふ
る
に
自
動
耕
転
機
を
以
っ
て
稲
刈
跡
地
を
金
耕
し
、
曹
を
形
成
せ
守
し
て
畦
間
二
尺
に
僚
播
す

れ
ば
、
聾
立
に
要
す
る
努
力
を
省
き
得
る
の
み
な
ら
や
、
平
均
畦
間
二
尺
二
寸
五
分
配
畦
間
二
尺
に
稀
少
し
得
る
か
ら
僚
列
を
多
く
し
て
従

っ
て
播
種
面
を
揖
大
し
得
る
わ
け
で
あ
る
。
施
肥
量
を
等
し
く
し
て
、
そ
れ
が
趣
何
の
勢
力
節
約
と
反
宮
牧
量
の
増
大
、
従
っ
て
叉
、
勢
働

一
入
賞
の
生
産
高
の
増
大
に
な
る
か
を
確
め
る
た
め
に
、
機
械
金
耕
法
の
所
要
努
力
・
蛇
労
働
一
入
賞
生
産
高
を
み
る
に
第
二
表
の
如
く
で
あ

る
自
動
耕
転
機
に
よ
れ
ば
、
反
常
一
時
間
二

O
分
で
金
耕
し
得
、
耕
転
跡
地
の
整
地
は
入
力
に
よ
る
鍬
を
以
っ
て
し
て
も
一
四
時
間
四
O
分

で
な
し
得
る
・
中
耕
は
入
力
に
よ
る
鍬
を
以
っ
て
一
一
時
間
三

O
分
、
土
寄
は
人
カ
に
よ
る
鍬
を
以
っ
て
ご
二
時
間
四
五
分
、
合
計
四
一
時
間

一
五
分
で
な
し
縛
る
か
ら
、
b
T
耕
法
の
五
五
時
間
三

O
分
に
比
し
て
耕
転
作
業
を
一
四
時
間
一
五
分
節
約
し
得
る
。
線
作
業
時
聞
は
八
九
時

間
五
五
分
で
学
耕
訟
の
一

O
七
時
間
二
，O
分
に
比
し
て
一
七
時
間
一
五
分
を
節
約
し
得
る
。
反
古
牧
量
は
A
T
耕
法
の
ニ
・
問
七
石
に
封
し
こ
・

式
石
、
努
働
一
入
賞
生
産
高
は
牛
耕
法
の

0
・
二
三
石
に
針
し
0
・
二
九
石
で
あ
る
・

側
、
不
耕
密
播
法
の
所
要
努
力
・
地
方
働
一
人
賞
生
産
高

不
耕
栽
培
に
於
て
は
、
除
草
剤
と
し
て
石
友
望
講
を
撒
布
し
、
耕
転
を
中
心
と
す
る
諸
作
業
が
省
略
せ
ら
れ
る
か
ら
、
著
し
く
努
力
を
節

減
し
得
る
。
但
、
稲
株
毎
に
五
寸
間
隔
に
五

l
穴
粒
の
種
子
を
穴
播
す
る
た
め
に
播
種
に
梢
今
多
く
の
努
力
を
要
ず
る
け
れ
ど
も
‘
安
作
勢

カ
の
七
O
u
m以
上
を
占
め
る
耕
転
を
中
心
と
す
る
諸
作
業
を
省
略
す
る
た
め
に
、
全
鱒
と
し
て
は
著
し
く
努
力
を
節
減
し
得
、
反
省
所
要
勢

働
時
閣
は
四
九
時
間
ニ

O
分
で
あ
る
。
そ
の
作
業
別
月
別
反
嘗
所
要
勢
働
時
聞
は
第
一
一
一
表
の
如
く
で
あ
る
・

車
暑
の
不
務
隷
焔
に
闘
す
る
研
究
(
修
三
回
曹
告
)

伺
六



不
耕
密
播
法
に
於
け
る
反
首

愛
の
不
耕
栽
回
国
に
闘
す
る
研
究
ハ
第
三
報
告
〉

四
六
四

所
要
努
働
時
聞
は
、
会
開
と
し

て
著
し
く
節
減
さ
れ
る
け
れ

E

も
、
播
極
と
端
会
刈
の
勢
働
時
間

は
柑
k

多
く
た
る
。
と
れ
は
、

穴
突
機
で
稲
株
間
列
毎
に
五
寸

間
隔
に
直
径
一
寸
深
-
寸
の
穴

を
つ
き
、
そ
れ
に
入
手
を
以
つ

て
五

i
六
粒
の
萎
種
子
を
賦
播

し
た
か
ら
播
種
に
多
く
の
努
力

を
要
し
、
従
っ
て
、
叉
そ
れ
を

入
力
用
の
鎌
で
刈
取
る
の
に
多

く
の
努
力
を
要
す
る
か
ら
で
あ

る
・
そ
れ
故
に
、
そ
の
努
力
配

分
は
、
音
力
A
T
耕
法
機
械
金
緋

法
に
比
し
て
著
し
く
異
り
、
斉

不耕密播法(9寸:5寸に5-6粒穴播)の作業別・

月別反富所要時間及勢働一入賞生産高

第三表

ぷ日 % 1 3周 4月 15周 6周 計

石灰窒素 2.釦 2.30 5.1 
織布

播 穏 10.∞ 10.∞ 20.3 
41.6 

地肥撒布 a∞ 6.∞ 1.2.2 
施 胞 2.00 2.∞ 4.0 

耕 起 一

強 地 一

申 耕 一 一 6.7 

除 主主 3.20 3.20 6.7 

土 苦手 一 一

苦是 メ日 15.00 15.∞ 3M 
結 F世 3.却 3.30 7.1 

51.7 
淫 織 3.∞ 3.CO 6.1 
股 設 4.∞ 4.∞ 8.1 

計 11悶 1-1-1一|州3.201 -I 25.30 I 49.20 I削|
ラ4 I 37.5 I -I -I -I 4.1 I 6.7 I -151.7 1100.0 I 
反省枚E置く石)1..雪量素反醤4貫ぽ氾匁施肥〉 |価 |

努働1人蛍さ位置高く石〉 l叫
除草It石灰窒素H政務の厚海によって海い部分に残ったものを手取りした

ものである。 .

備考



力
学
耕
法
が
播
積
・
施
肥
作
業

に
一

0
・
一
二
%
、
耕
転
を
中
心

と
す
る
諸
作
業
に
七
了
一
一
一
%
、

牧
穫
作
業
に
}
八
・
四
dw
、
機

械
金
耕
法
が
夫
々
二
一
・
二
%
、

六
五
・
七
%
、
一
一
二
-
一
%
と
た

る
に
封
し
て
、
不
耕
禽
播
法
に

於
て
は
播
種
・
施
肥
作
業
に
四

一
・六
%
、
除
草
作
業
に
六
・
七

%
、
牧
穫
作
業
に
五
一
・
七
unと

た
る
e

播
種
と
牧
穫
と
は
農
繁

期
の
主
要
作
業
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
は
播
種
機
と
刈
取
機
と
の

完
成
に
よ
っ
て
新
に
克
服
さ
れ

た
け
れ
ば
訟
ら
た
い
t

問
題
で
あ

慣行機械耕法(2.7尺:δ寸穴播)の作業別・月別

反賞努働時間及勢働1入賞生産高

第問表

よ記 1113 \12周 \~\2 周\ 3周 ¥4周¥5周I6周 計' % 
言語窪索 時 .t

一
矯 薦 3.釦 3.30 7.7 

お.4
堆肥撒布 3.∞. 3.00 6.6 
施 019 2.00 2.∞ 1.30 5.30 12.1 

草削出 15.日日 15.∞ 担.9
申 事持 1司 1.30 3.3 

40.6 
土 除 1.∞ 1.∞ 2.2 
土 寄 1.∞ 1.∞ 2.2 

書E 刈 10.00 10.∞ 22-0 
結 * L却 1.30 3.3 

お.c.
運 銀 1.卸 1.30 3.3 
股 量E 2.∞ 2.∞ 4.4 

計 |ω118.∞|叫 z∞11.301 -11∞115.00145釦11∞川
% 1 7.7 1制 |ωI4.4 1ω1 -1 2.2 1 認。 ~~O 1 
反宮校量〈石〉く窒素反省2貫匁廊肥〉 . I 2.70! 
努働1入省生産高〈石〉 |吋

る
w

反
嘗
牧
量
は
ぜ
，
後
に
詳
述

褒
の
不
耕
栽
拙
唱
に
関
す
る
研
咽
九
(
a
F
三
級
品
唱
〉

四
六
五

中耕は3.5馬力板野式ロータリー耕伝線により土寄は乳牛に軍駐をひかLて仔

ふ。

股殺は3馬力2人扱動力股敏自慢による以下同じ。

備考



車
置
の
不
輔
常
時
棋
憶
に
隠
す
る
研
究
(
修
三
回
曙
告
u

ず
み
で
る
ら
う
如
く
、
施
胞
量
と
も
闘
係
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
a
A

で
は
一
先
づ
そ
の
絶
封
量
の
み
に
つ
い
て
み
る
に
四
・
六
五
石
で
、

四
六
六

努
働
一
入
賞
生
産
高
は
一
人
夫
を
一

0
時
間
と
す
れ
ば
、

0
・
九
四
石
で
あ
る
・

B
、
機
械
耕
・
不
耕
挫
の
勢
力
比
較

川
問
、
慣
行
機
械
耕
法
の
所
要
努
力
・
勢
働
一
入
賞
生
産
高

興
除
村
曾
棋
の
貰
験
農
家
の
到
達
し
て
ゐ
る
菱
作
技
術
水
準
た
る
慣
行
機
械
耕
訟
は
、
児
島
樽
干
拓
地
方
で
庚
く
行
は
れ
て
ゐ
る
方
法
で

あ
る
・
ー
そ
の
方
法
は
、
稲
株
三
株
(
二
尺
五

l
七
寸
〉
沿
き
に
一
列
宛
五
寸
間
隔
に
直
径
一
寸
傑
さ
一
寸
二
分
位
の
穴
を
つ
き
、

一
穴
に
五

一
ニ

l
一
月
頃
穴
を
中
心
と
し
て
五
寸
幅
位
を
鍬
を
以
っ
て
削
向
し
て
、
委
株
聞
の
雑
草
生
除
き
、
第

一
!
二
月
頃
姿
間
二
尺
五
寸
を
耕
転
機
を
以
っ
て
耕
転
し
、
問
月
下
旬

i
五
月
上
旬
に
土
寄
を
行
ふ
も
の
で
あ

る
・
二
尺
五
寸

l
七
寸
沿
き
に
穴
突
機
で
穴
を
つ
い
て
、
そ
の
穴
に
婆
種
子
堂
播
く
の
で
あ
る
か
ら
、
播
種
作
業
が
極
め
て
簡
単
で
あ
り
、

!
六
粒
の
薬
種
子
を
播
種
し
治
き
、

一
回
の
施
肥
一を
行
っ
て
後
、

耕
転
は
一
月
の
農
閑
期
に
入
っ
て
、
耕
地
が
よ
く
乾
燥
し
た
時
に
爪
事
を
姐
縛
し
て
耕
転
と
陣
土
佐
同
時
に
行
ふ
ロ
l多
り
l
耕
転
機
を
以

っ
て
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
勢
力
を
要
す
る
と
と
が
少
く
、
而
も
そ
の
努
力
の
配
分
が
よ
く
て
、
大
面
積
の
萎
作
乞
可
能
に
す
る
方
法
で
あ

る
・
そ
の
作
業
別
・
月
別
の
反
官
同
労
働
時
間
及
蹴
労
働
一
入
賞
生
産
高
は
、
第
四
衰
の
如
く
で
あ
る
。

と
の
慣
行
機
械
耕
法
は
、
強
粘
土
地
に
於
け
る
畜
力
に
よ
る
中
耕
砕
土
作
業
の
困
難
性
を
耕
転
機
に
よ
っ
て
克
服
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

ま
だ
雑
草
の
削
出
し
と
い
ふ
鍬
作
業
が
奮
北
米
の
ま
L
残
っ
て
を
り
、
而
も
そ
れ
が
反
賞
一
五
時
間
を
要
し
、
会
所
要
勢
働
時
間
の
約
三
分
の

一
三
ニ
ニ
・
九
%
)
を
占
め
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
も
か
h

は
ら
や
、
反
営
所
.
姿
勢
閣
時
聞
は
凶
五
時
間
三

O
分
に
す
ぎ
や
、
反
首
敬
量
は
二
・
七

石
で
あ
る
か
ら
、
弊
働
一
入
賞
正
座
高
は
、

一
O
時
聞
を
一
人
夫
と
す
れ
ば
、

0
・
五
九
石
で
あ
っ
て
、
前
記
菅
生
村
の
高
耕
及
機
械
耕
の



も
れ
U
0
・ニコ一、

0
・
二
九
石
に
比
し
て
二
倍
以
上
で
あ
る
b

問
、
改
良
機
械
耕
法
の
所
要
努
力
・
拙
労
働
一
入
賞
生
産
高

慣
行
機
械
耕
法
は
、
強
粘
土
地
に
於
け
る
畜
力
に
よ
る
中
耕
政
府
土
作
業
の
困
難
性
を
耕
転
機
に
よ
っ
て
克
服
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
て
、

安
の
栽
培
方
法
そ
の
も
の
は
依
然
と
し
て
奮
来
の
ま
L

で
あ
る
。
卸
ち
、
そ
の
畦
聞
は
一
二
一
株
(
二
尺
五
1

七
寸
v

で
畜
力
に
よ
る
耕
転
砕
土

作
業
を
行
っ
て
ゐ
た
官
時
の
ま
t
A

で
tc
り
、
雑
草
の
削
出
し
と
い
ふ
鍬
作
業
も
富
来
の
ま
L
蔑
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
畦
聞
こ
尺
五
!
七

姿
の
不
誹
議
憶
に
闘
す
る
研
究
ハ
a
m
z
一級
告
〉

阿
六
七

寸
の
宰
闘
を
る
け
る
と
い
ふ
と
と
は
、
そ
れ
が
必
十
し
も
萎
の
生
長
の
た
め
に
必
要
た
も
の
で
は
な
く
て
、
畜
力
作
業
を
す
る
た
め
に
必
要

な
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
土
地
利
用
率
を
高
め
て
反
営
牧
量
笠
増
大
す
る
た
め
に
は
、
窓
会
の
生
長
に
差
支
へ
な
き
限
り
畦
聞
を
狭
く
す
'
る

必
要
が
あ
る
・
し
か
し
な
が
ら
、
畦
削
を
あ
ま
り
狭
く
す
る
と
、
現
在
の
耕
転
機
で
は

V
耕
す
る
と
と
が
出
来
な
い
・
そ
と
で
現
在
の
耕
転

機
で
中
耕
し
得
る
限
度
に
於
て
陛
聞
を
狭
く
し
て
一
尺
八
寸
と
し
、
草
削
出
し
と
い
ふ
鍬
作
業
を
省
略
す
る
た
め
に
、
抽
思
め
萎
b
L

播
種
す
ぺ

き
稲
株
列
に
簿
越
前
反
営
六
貫
匁
の
石
衣
室
素
を
撒
布
し
て
、
雑
草
特
に
ス
マ
メ
ノ
テ
ツ
ポ
ウ
を
防
除
し
て
た
い
て
、
萎
を
播
種
し
た
.
と

れ
が
改
良
機
械
耕
法
で
あ
る
・
そ
の
作
業
別
、
月
別
の
反
首
所
要
努
力
及
勢
働
一
入
賞
生
産
高
は
第
五
表
の
如
く
で
あ
る
・

.
改
良
機
械
耕
訟
に
於
て
は
、
雑
草
の
倒
出
し
作
業
が
除
草
剤
と
し
て
石
友
窒
素
を
播
種
前
に
撒
布
す
る
と
と
に
よ
っ
て
省
略
さ
れ
た
か
ら

鍬
作
業
は
な
く
な
る
が
、
畦
聞
が
一
尺
八
寸
に
狭
め
ら
れ
播
種
僚
列
が
慣
行
の
も
の
に
比
し
て
一
・
五
倍
だ
け
多
く
な
る
か
ら
、
播
種
・

施
肥
・
中
耕
(
耕
転
機
の
耕
転
爪
の
雨
端
の
も
の
を
取
は
づ
し
て
耕
転
幅
を
一
尺
五
寸
と
し
て
中
耕
し
た
)
土
除
.
菱
刈
作
業
等
の
僚
列
に
関

係
す
る
作
業
は
哲
多
(
が
る
・
毛
れ
で
も
襲
働
時
聞
は
間
二
時
間
三

O
分
に
減
少
し
、
反
嘗
牧
量
は
後
越
の
如
く
施
肥
量
の
増
大
に
闘

係
し
で
も
ゐ
る
が
‘
を
の
絶
劃
量
は
四
石
に
増
大
し
、
従
ヲ
て
、
努
働
一
入
賞
生
産
高
は

0
・
九
四
石
に
増
大
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
・



委
の
不
耕
栽
培
に
闘
す
る
研
究
(
第
一
一
一
線
告
V

倒
、
不
耕
密
播
法
の
所
要
勢

力

・
勢
働
一
入
賞
生
産
高

不
耕
密
播
法
は
、
除
草
剤
と
し
て
石

衣
室
棄
を
撒
布
し
、
草
削
出
、
中
耕
、

土
除
、
土
寄
等
の
耕
転
を
中
心
と
す
る

諸
作
業
を
省
略
す
る
か
ら
、
栽
培
努
力

は
著
し
く
節
減
せ
ら
れ
る
。
但
し
稲
株

間
《
九
寸
〉
毎
に
五
寸
間
隔
陀
穴
突
機

で
穴
を
つ
き
、
人
の
手
で
↑
穴
に
五

i

六
粒
宛
播
種
し
た
か
ら
播
種
に
柑
多
く

の
努
力
を
要
し
、
従
っ
て
又
そ
れ
を
刈

取
る
に
多
く
の
努
力
を
要
し
た
け
れ
ど

も
、
金
慢
と
し
て
は
反
省
四

0
時
聞
を

要
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
作
業
別

月
別
反
賞
所
要
勢
働
時
間
及
第
働
一
人

首
生
産
高
は
第
六
表
の
如
く
で
あ
る
・

改良機械耕法(1.8尺:5寸穴播〉の作業別、月別

反省勢働時間及勢働1人嘗生産高

第五:設

四
六
八

JT卜1周~周~周 \2 周 13~14 周~周Ie周 | 計 |μ|
石灰宰素 2.∞ 2.∞ 4.7 撒市
古書 穏 5.15 6.15 12.4 

お.0
堆肥撒布 4∞ 4.∞ 9.4 

施 肥 3.00 a∞ 2.15 8.15 19.5 

草削出 一
同司 重持 2.日日 2.∞ 4.7 9.5 
土 除 1.15 、 1.15 2.9 

土 司自 1.15 1.15 2.9 

委 メ日 12.00 12.∞ 2a.2 
結 東 2.∞ 2.∞ 4.7 

4日
2霊 滋 2.∞ 2.∞ 4.7 

股 量生 2.30 2.卸 5.9 

1 7.151 4∞|臼51叫叫 -1 1判18.30仰い∞01計

!ラ4 111.1 1 9.4 114.7 I 7.1 I 5.3 1 -1 2.9 143.5 1100.0 I 
反嘗生産高〈石)(窒素反醤4貫2∞匁施肥〉 1 4.00 

努鋤1人2寄生産高く石〉 i 日併|
申耕、土寄作業方法、同前備考



不
耕
密
播
法
に
於
け
る
努
力
の
配
分
は
、

耕
転
を
中
心
と
す
る
諸
作
業
が
省
略
さ
れ
る

代
り
に
、
播
種
と
刈
取
に
柏
々
多
く
の
砦
カ

を
要
す
る
・
所
要
時
聞
は
播
種
七
時
間
、
委

刈
一
四
時
間
一
ニ

O
分
で
あ
る
貯
れ

E
も
、
総

所
要
時
聞
が
節
減
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
そ
の
割

A
H
は
播
種
一
七
・
五
%
、
菱
刈
三
六
・
一
ニ
，
%
を

占
め
、
雨
作
業
で
五
一
ニ
・
八
%
を
占
め
る
と

と
に
な
る
。
従
っ
て
、
と
れ
以
上
の
努
力
節

減
の
た
め
に
は
播
種
機
と
刈
取
機
の
完
成
に

よ
っ
て
、
と
れ
等
の
作
業
を
機
械
化
す
る
と

と
が
切
賓
に
要
請
せ
ら
れ
る
わ
貯
で
る
る
。

菱
刈
以
外
の
牧
穫
作
業
た
る
結
束
、
運
搬
、

股
殻
は
生
産
物
の
多
く
な
る
た
め
の
所
要
勢

カ
白
増
大
で
あ
っ
て
、
と
れ
以
上
の
勢
力
節

減
の
飴
地
は
少
い
ゃ
う
で
あ
る
。
か
く
て
、

褒
の
不
耕
栽
培
に
闘
す
る
荷
究
ハ
第
三
報
告
)

不耕密播法(9:5寸穴播)の作業別、月別民営

努働時間及勢働1入賞生産高

第六表

ぷT11周(瑚 I1周 I2眉 3眉 4周 5周 6眉|計 |μ|
撒石灰布窒素 2.00 2.00 5.0 ， 
播 穏 7.∞ 17.5 

特.2
堆肥撒布 4.00 4.∞ 10.0 

施 ß~ 2.00 2.∞ 1.30 5.30 白.7

草閉l出 一 一
中 耕 一 一 一
土 除

‘ 一
士 寄 一
饗 1リ 14.30 14.31日 36.3 

能 東 2.1日 2.10 5.4 53.8 
運 .搬 2.10 2.1目 5.4 

股 穀 2.40 2.40 6.7 

計 1 9州ω012∞|ω1 1卸 1-1 -121.30 140叫叫01
ラ4 122.5 1]0.0 1 5.0 1 5.0 1 3.7 1 -1 -1刷 110ω|

反信政優〈石)(窒素反首4貫4∞匁施肥〉 1 4.561 

努働1人醤生産高く石〉 I 1判

四
六
九



憂
の
不
耕
繊
同
町
に
聞
す
る
研
究
〈
修
三
報
告
)

四
七
①

反
嘗
縮
努
働
時
聞
は
同

0
時
間
に
節
減
さ
れ
、

反
省
牧
量
は
肥
料
の
培
施
と
闘
聯
し
て
四
・
五
六
石
に
増
大
し
て
ゐ
る
か
ら
‘
蛸
労
働
一
入
賞

生
産
高
は
一

・
-
四
石
広
増
大
し
て
ゐ
る
の
で
る
る
。

c
、
耕
・
不
耕
栽
培
法
の
牧
量
比
較

初
、
耕
・
不
耕
法
の
反
省
牧
量
窒
素
一
貫
首
牧
量

耕
・
不
耕
栽
培
に
於
け
る
牧
量
の
比
較
は
、
土
地
商
積
首
卸
ち
反
省
牧
量
に
つ
い
て
の
み
な
ら
や
、
肥
料
賞
、
特
に
窒
素
一
貫
首
牧
量
、

努
働
一
入
賞
枇
量
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
け
れ
ば
た
ち
た
い
。
菅
生
村
耐
安
の
賓
験
農
家
に
於
け
る
畜
力
学
耕
法
、
機
械
金
耕
法
、
不
耕
密

播
法
、
興
除
村
曾
棋
の
貨
験
農
家
に
於
け
る
慣
行
機
械
耕
法
、
改
良
機
械
耕
法
、
不
耕
密
播
法
別
に
肥
料
の
種
類
及
室
、
窒
素
成
分
量
、
反

首
牧
量
、
空
講
一
貫
匁
嘗
牧
量
、
持
働
一
人
賞
牧
量
b
E
比
較
す
る
に
、
第
七
衰
の
如
く
で
あ
る
・

菅
生
村
祐
安
回
賞
験
農
J

援
に
於
け
る
議
力
b
T
耕
法
と
金
耕
法
の
施
肥
量
は
と
の
農
家
の
艦
験
に
よ
っ
て
遁
量
と
定
め
ら
れ
た
量
で
あ
り
、

不
耕
禽
揺
法
の
そ
れ
は
現
地
調
査
と
と
れ
ま
で
に
質
験
的
に
確
め
ら
れ
て
適
量
と
認
め
ら
れ
た
も
の
を
基
準
と
し
た
も
の
で
あ
る
・
〈
不
耕

協
同
播
法
に
於
て
は
別
に
硫
安
一
堂
更
に
反
省
五
貰
増
施
し
、
空
議
会
量
を
反
首
五
貰
六

O
O匁
施
し
て
み
た
が
、
成
熟
以
前
に
倒
伏
し
て
反
賞

牧
量
は
問
・
二
ハ
石
と
な
り
、
第
七
表
に
示
す
如
き
窒
素
間
賞
六

O
O匁
施
肥
し
た
も
の
L
反
省
牧
量
阿
・
4

ハ
五
石
よ
り
も

0
・
四
九
石
減
少

し
た
三
興
除
村
曾
棋
の
賞
験
農
家
に
於
け
る
慣
行
機
械
排
法
の
施
肥
量
は
と
の
農
家
の
経
験
に
基
い
て
埴
首
と
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

改
良
機
械
耕
法
の
そ
拘
は
畦
閥
が
一
尺
八
寸
に
狭
め
ら
れ
従
っ
て
嬬
種
保
列
が
て
五
供
に
な
っ
た
か
ら
、
そ
れ
だ
け
施
肥
量
が
増
し
た
の

で
あ
り
、
石
t
m
空
誕
の
六
貰
匁
は
雑
草
の
削
出
し
作
業
を
省
略
す
る
た
め
に
迎
会
の
播
種
前
に
除
草
剤
と
し
て
撤
希
し
た
も
の
で
あ
る
。
不
耕

猪
播
識
に
於
け
る
石
友
輩
業
は
菅
生
村
耐
安
の
一
八
賞
、
興
除
村
曾
棋
の
一
一
一
貫
共
に
除
草
剤
と
し
て
姿
の
播
種
前
に
田
面
全
面
に
撒
布
L



た
・
も
の
で
あ
る
・
雨
地
共
、
不
耕
密
播
法
の
反
省
牧
査
は
間
一
ゐ
以
上

窒
素
一
貫
匁
営
牧
量
は
、

で
あ
る
け
れ
ど
も
、

b
T
耕
法
(
了
間
五

石
V

慣
行
機
械
耕
法
(
一
-
一
二
五
石
、
の
そ
れ
よ
り
も
少
い
(
一
・

O

一
石
、

了
O
凶
石
v

石
友
窒
講
を
除
草
剤
と
し
て
萎
播
種

の
は

前
に
回
面
一
面
に
撒
布
す
れ
ば
、
肥
効
が
若
干
低
下
す
る
か
ら
で
あ

ら
う
件
。
と
の
と
と
は
・
就
に
「
不
耕
栽
培
に
於
け
る
生
育
過
程
に

闘
す
る
研
究
」
に
於
て
み
た
如
く
、
雑
草
の
費
生
繁
茂
の
少
い
耕
地

で
除
草
剤
と
し
て
石
友
窒
素
を
用
ひ
や
、
窒
素
肥
料
と
し
て
硫
安
の

み
を
用
ひ
て
耕
・
不
耕
栽
培
の
牧
量
を
比
較
し
た
場
合
に
は
、
不
務

栽
培
の
反
首
牧
量
が
四
石
視
度
で
は
窒
素
一
貫
賞
牧
量
に
殆
ん
ど
義

が
た
か
っ
た
口
と
と
か
ら
も
推
論
さ
れ
る
と
と
ろ
で
あ
る
・

菅
生
村
耐
安
の
畜
力
学
耕
法
三
一
・
四
七
石
V

に
比
し
て
機
械
金
耕

法
一
(
二
・
六

O
石
V

の
反
省
牧
量
が
高
い
の
は
、
畜
力
学
耕
法
が
四
尺

五
寸
聾
・
ニ
僚
播
で
あ
る
の
に
封
し
て
、
機
械
金
耕
法
が
畦
間
二
尺
の

平
播
で
僚
列
教
が
多
く
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
耕
転
欣
態
、

特
に
半
耕
法
に
於
け
る
深
さ
二
寸
の
洩
耕
と
金
耕
法
に
於
け
る
深
さ

車
賓
の
不
餅
畿
地
唱
に
薗
す
る
研
究
〈
第
三
国
軍
管
U

耕、不耕法に沿ける施肥量、反嘗i段量、

窒素1貫首牧量比較

第七表

試駿雇主

権限

過燐酸

硫安

石双窒素

施肥置

白
山

M
肝

M
H

A

守
，.. 
，B
 

反省枚重〈石〉
' INl 貴重吉~ll:.

〈石〉
努働1人2童生
産高〈石)

四
七

小委アメリカ11周14日播穏小委新中長11周14目指罵

備考 '堆肥申の肥料成分は寅に銅異あるため計上せず。

. -• 



四
七
二

、J

固
寸
の
普
通
耕
と
の
差
で
な
い
と
と
は
、
既
に
み
た
如
く
「
不
耕
栽
培
に
於
け
る
生
育
過
程
の
研
究
」
結
果
パ
い
か
ら
も
推
論
さ
れ
る
と
と
る

で
あ
る
・
小
委
は
、
播
種
方
式
と
し
て
は
‘
僚
播
に
し
て
畦
闘
を
蹟
く
あ
け
る
よ
り
は
、
ド
リ
ル
播
の
如
く
畦
闘
を
狭
く
し

τ密
保
播
す
る

、J
か
。
、
本
試
臆
の
如
く
密
に
穴
播
す
る
方
が
反
嘗
牧
量
を
高
め
得
ら
れ
る
も
の
L
如
〈
で
あ
る
。
と
の
と
と
は
、
播
種
冶
機
械
化
に
劃
し
て

高
賓
の
不
務
続
出
国
に
鵬
す
る
研
究
ハ
第
三
級
住
V

‘
重
要
な
問
題
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
・

総
じ
て
窒
素
一
貫
白
地
嘗
枚
量
が
施
肥
量
の
増
加
と
共
に
一
定
限
度
以
上
に
達
す
れ
ば
相
封
的
に
減
少
す
る
と
と
は
、
所
謂
牧
穫
漸
械
の
法

則
の
あ
ら
は
れ
と
し
て
、
周
知
の
と
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
粧
響
的
に
粧
情
的
危
限
度
に
つ
い
て
は
、
別
に
具
偶
的
な
研
究
を
必
要
と
す
る
問

題
で
あ
る
が
、
不
耕
栽
培
が
努
力
的
に
極
め
て
経
済
的
な
栽
培
方
法
で
あ
る
と
と
は
、
勢
働
一
入
賞
の
生
産
高
が
著
し
く
高
く
、
叉
、
石
・
茨

窒
素
一

O
貫
の
債
格
{
一
一

7
四
国
)
は
努
働
一
人
一
日
の
賃
銀
に
す
智
な
い
と
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
萎
作
に
於
け
る
石
友
襲
来

と
硫
安
の
肥
効
の
相
違
及
び
施
肥
量
を
等
し

4
し
、
叉
漸
次
に
増
減
し
た
場
合
の
耕
・
不
耕
栽
培
の
研
究
は
既
に
進
行
し
て
ゐ
る
か
ら
別
に

報
告
す
る
・

回
、
考

察

側
、
普
通
耕
起
法
と
b
T
耕
・
金
耕
・
不
耕
法
の
栽
培
努
力
比
較

菅
生
村
一
斬
安
の
賓
験
農
家
の
家
作
技
術
水
準
は
、
前
記
の
如
く
畜
カ
に
よ
る
字
耕
法
で
あ
る
が
、
そ
し
て
そ
れ
は
岡
山
鯨
南
部
の
進
歩
的

た
萎
作
地
帯
に
於
て
庚
く
行
は
れ
て
ゐ
る
方
法
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
普
通
耕
起
法
に
比
し
て
如
何
な
る
勢
働
技
術
水
準
に
あ
る
も
の
で
あ
る

、J3

但

か
は
、
更
に
考
察
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
そ
と
で
今
、
岡
山
鯨
立
農
事
試
験
場
に
於
て
調
査
さ
れ
た
普
通
耕
起
法
。
の
栽
培
努
力
と
省
力



b
T
耕
法
・
機
械
金
耕
法
・
不
耕
密
播
法
の
栽
培
勢
力
〈
比
較
費
料
の

関
係
上
牧
穫
努
力
を
除

tv
を
比
較
す
る
に
、
第
八
表
の
如
く
で

あ
る
。普

通
耕
起
法
は
、
稲
跡
地
主
畜
力
で
表
土
金
部
を
耕
起
し
陣
土

し
聾
立
て
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
耕
起
と
整
地
に
六
三
・
コ
一
時
間

を
.mxし
、
更
に
中
耕
除
草
に
三
九
p
七
時
間
、
土
寄
に
一
六
・
九
時

聞
を
要
し
.
合
計
し
て
耕
転
作
業
を
中
心
と
す
る
諸
作
業
に

九
・
九
時
間
を
.
要
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
同
じ
く
畜
カ
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
て
も
牛
耕
法
に
よ
れ
ば
、
耕
起
に
て
・
五
時
間
、
整
地
に

一
0
・
五
時
間
、
中
耕
に
コ
二
・
五
時
間
、
除
草
に
二
一
・
五
時
間
、

土
寄
に
し
二
時
間
、
合
計
七
七
時
間
で
る
る
・
而

-R
耕
起
・
整

地
作
業
が
、
中
耕
作
業
に
く
り
延
べ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
勢
力
の

配
分
も
良
軒
で
あ
る
。
必
・
耕
訟
が
贋
く
行
は
れ
る
や
う
に
な
っ
た

理
由
の
一
う
は
と
の
貼
に
あ
る
も
の
L
如
く
で
あ
る
・

栽
培
〈
播
種
か
ら
+
審
ま
で
)
の
た
め
の
努
力
合
計
を
比
較
す

る
に
、
普
通
耕
起
法
の
一
五
二
・
九
時
間
に
劃
し
て
牛
耕
法
は
八

置
賓
の
不
酬
明
綾
焔
に
闘
す
る
研
究
(
第
三
線
信
〉

普通耕起法と牛耕法・機械金耕法・不耕

密播法との栽培勢力比較

第八表

ぷ坦普通加 牛$耕法 機械金耕法 不薪密播法

所要 1% 所要 1% 所要 1% 
時間 時間 時間 時間

ーー
品 1時3 

時

耕 起
41'4 

1.7 1.8 一 一回.3
整 地 10.5 11.9 ]4.7 21.0 一 一
鍋 爵 21.5 14.1 3.0 3.4 3.0 4.3 10.0 42.0 

施 日巴 11.5 7.5 8.0 9.1 8.0 11.4 10.5 44.1 

申 耕 31.5 お.8 11.5 16.4 一 一泊.7 部.D 、

除 草 21.5 2M 17.8 25.4 3.3 日.9

土 寄 16.9 11.1 12.0 日.7 13.8 19.7 一 一
計 |ω11肌oIωo 1100.0 I 70.1 !削 123.8 11∞o 
民較指数I]J∞| I 58 I 1'46 I 

四
七
.
2

9i亙緋包法は岡山際立農園慎鼠.婦、岡山般に於ける現憾の費量作法〈昭和9年3毘〉

によ句所要時間は1人夫10時間として挟事事せ旬。

備考



高
賓
の
不
務
殺
は
唱
に
則
す
る
研
究
(
第
二
鰻
比
口
)

八
時
間
で
、
比
較
指
数
は
普
通
耕
起
法
を
一

。
。
と
す
れ
ば
牛
耕
法
は
・
僅
か
に
五
八
で
あ

る
。
耕
転
機
に
よ
る
全
耕
法
で
は
七

0
・一

時
間
で
比
較
指
数
は
四
六
、
不
耕
密
播
法
で

は
二
一
二
・
八
時
間
で
比
較
指
数
は
一
六
で
あ

る
・
努
力
的
に
は
、
不
耕
密
播
法
は
、
普
通

耕
起
法
医
比
し
て
約
六
分
の
一
に
節
減
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

仰
、
在
来
事
耕
法
と
機
械
耕
・

不
耕
法
の
所
要
努
力
比
較

興
除
村
曾
棋
の
質
験
農
家
の
萎
作
技
術
水

準
い
同
、
前
記
の
如
く
畜
力
に
代
ふ
る
に
耕
転

機
b
L

以
っ
て
す
る
慣
行
的
危
機
械
耕
訟
で
あ

る
が
、
そ
し
て
そ
れ
は
児
島
趨
干
拓
地
帯
に

蹟
く
行
は
れ
て
ゐ
る
方
法
で
あ
る
が
、
そ
れ

が
耕
転
機
b
u
使
用
す
る
以
前
の
在
来
書
耕
法

四
七
回

在来高力耕作法と機械緋法、不排筏捲法との努力比較

じ韮; 改良機械耕法 不耕密播法

所要 1% 所要 1% 所要 1% 所要 1% 
時間 際問 隙間 時間

耕主主整地
、

5.6 一 一 一 一 一 一
鰭 璃 10.0 5.6 3.5 7.7 5.25 l.2.4 7.0 17.ミ

E極 肥 18.0 10.2 8.5 18.7 14.25 沼.6 11.5 お.7

中耕除草 84・0 47.5 17.5 都4 3.25 7.6 一
。

土 寄 20.0 11.3 1.0 2.2 1.25 2.9 一
d、 計|仰|剖2I 30.5 I 67日124.00 1日5I 18.5 1 46.2 
比較指数 1 1∞| 
XIJ 取|刊 &51ぺ位。l列島2i145i部 3
股 設釦oI 11.3 I 5.0 山間同 7.0¥肌

計j177.0 1100.0 I 45.5 1100.0 Iω1100.0 Iぬ011侃 O.g 

比絞 f旨敏 I 1∞| 
牛 |ぬoI 1 1・笥| 

耕。伝
機 I - I 2.∞ 

第九表

在来高耕法は大正9年興除材産業基本語調査の憂作反嘗栽活努力繭査により.

所要時聞は1人夫10時聞として換算せり、股般には結束運滋を含む

備考



に
比
し
て
如
何
な
る
勢
働
技
術
水
準
に
あ
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
更
に
考
察
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
そ
と
で
今
、
興
除
村
産
業
基
本
調
査

に
於
け
る
牽
作
反
省
栽
培
努
力
調
査

σの
在
来
高
耕
法
の
所
要
努
力
と
慣
行
機
械
耕
・
改
良
機
械
排
・
不
緋
密
播
法
の
そ
れ
を
比
較
す
る
に
第

九
表
の
如
〈
で
ち
る
。

在
来
畜
耕
法
は
、
稲
刈
跡
地
を
一
二
株
沿
き
に
鍬
幅
だ
け
削
っ
て
ス
マ
〆
ノ
テ
ツ
ポ
ウ
営
除
い
て
事
実
を
播
種
す
る
所
謂
倒
り
播
法
に
よ
り
、

中
耕
は
物
平
ι

生
以
っ
て
、
砕
土
は
馬
鍬
を
以
っ
て
、
土
寄
は
型
に
谷
明
装
置
と
し
て
の
「
ぜ
り
あ
げ
」
を
つ
け
て
、
畜
力
を
最
高
度
に
利
用
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
土
寄
ま
で
の
栽
培
努
力
は
一
四
二
時
間
{
牛
三
一0
時
間
〉
で
あ
る
が
、
高
力
に
代
ふ
る
に
ロ

1
9
q
l
耕
転
機
を
以

っ
て
耕
転
伸
之
を
同
時
に
行
ふ
慣
行
機
械
耕
法
で
は
一
一
一

0
・
五
時
間
で
、
比
較
指
数
は
在
来
畜
耕
法
を
一

O
Oと
す
れ
ば
、
慣
行
機
械
耕
法
で

は
二
一
、
改
良
機
械
排
法
で
は
一
七
、
不
耕
密
播
法
で
は
二
一
一
で
あ
る
d
v

耕
転
作
業
の
畜
力
か
ら
耕
転
機
へ
の
進
歩
は
、
努
力
的
に
著
し
い

.

費
民
で
あ
る
.
更
に
、
刈
取
、
脆
毅
を
も
加
ヘ
て
の
所
要
努
力
に
つ
い
て
み
る
に
、
刈
取
に
つ
い
て
は
刈
取
方
法
の
改
良
に
よ
る
若
干
の
準

歩
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
楢
く
僅
か
で
あ
っ
て
、
石
油
費
動
機
を
原
動
力
と
す
る
動
力
股
教
機
に
よ
る
脆
襲
所
要
勢
力
の
節
減
が
著
し
い
。
・
従

ヴ
て
、
反
嘗
所
要
努
力
は
、
在
来
畜
耕
法
の
一
七
七
時
聞
に
封
し
て
慣
行
機
械
耕
法
が
四
五
・
五
時
間
、
比
較
指
数
は
、
在
来
畜
耕
法
を
一

O

O
と
す
れ
ば
、
慣
行
機
械
耕
法
が
二
六
、
改
良
機
械
耕
法
が
二
問
、
不
耕
密
播
法
が
二
三
で
あ
る
。
在
来
膏
耕
法
に
闘
す
る
牧
量
調
査
が
な

f 

さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
努
働
一
，
入
賞
生
産
高
を
正
確
に
比
較
す
る
と
と
が
出
来
な
い
け
れ
ど
も
、
奈
生
産
統
計
に
よ
れ
ば
在
来
沓
耕
時
代
の
反

省
牧
量
は
二
百
以
下
で
あ
る
か
ち
、
崎
労
働
一
入
省
の
生
産
高
に
は
更
に
大
き
な
差
が
あ
る
で
あ
ら
う
と
、
と
は
推
算
さ
れ
る
と
と
ろ
で
あ
る
。

ゆ
裏
作
事
賓
の
不
耕
栽
培
が
表
作
稲
に
及
ぼ
す
影
響

裏
作
委
の
不
耕
栽
培
が
、
・
凶
に
第
一
報
告
「
不
耕
栽
培
に
於
け
る
生
育
過
程
の
研
究
」
に
於
て
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
や
う
に

α、
萎
の
生

要
の
不
掛
暗
殺
協
咽
応
周
ず
る
研
究
(
a
m
コ一割一単己

内
七
五



宮
前
の
不
耕
輔
帆
埼
に
闘
す
る
研
究
ハ
第
三
鰻
食
)

宵
に
晶
表
支
へ
た
く
、
叉
、
本
報
告
に
於
て
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
や
う
に
、
努
力
を
節
減
し
て
、
而
も
反
省
牧
量
を
多
く
し
縛
る
と
し
て
も
、

四
七
六

表
作
稲
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
必
ら
は
、
そ
の
債
値
は
著
し
く
減
退
す
る
。
そ
と
で
表
作
稲
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
研
究
が
般
ぐ
べ
か
ら

ざ
る
も
の
と
な
る
。
と
の
問
題
は
、
稽
概
し
て
研
究
す
る
必
要
が
あ
り
・
そ
れ
自
身
と
し
て
は
「
不
耕
栽
培
に
於
け
る
地
力
維
持
民
闘
す
る

研
究
」
に
於
て
別
に
報
告
す
る
橡
定
で
あ
る
が
、
と
L
に
は
、
第
一
年
目
の
そ
れ
を
検
討
し
て
、
裏
作
相
次
の
不
耕
栽
培
の
表
作
稲
に
及
ぼ
す

影
響
を
考
察
し
て
た
か
ね
ば
た
ら
な
い
。

耕・不耕栽培跡地の耕転能率(時・分)

活環
耕伝栽泡量部地 不耕栽焔跡地

リー ロー

燈土

線潤 I1回|

題土 d I 1お
I 2.05 I ~ 

第一0表

ロF 夕日間は3.5馬力板野式緋転線、グラング

は2.5馬力スヒ・F 式鱗転担壁、耕伝能率の分以下

は4槍5入

備考一

と
aa

で
、
先
づ
第
一
に
検
討
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
、
不
耕
栽
培
跡
地

の
耕
起
整
地
の
問
題
で
あ
る
。
萎
の
不
耕
栽
培
跡
地
は
耕
土
が
間
結
し
て
ゐ
る
た

め
に
事
力
に
よ
っ
て
は
耕
起
が
梢
k

困
難
で
あ
る
。
強
粘
土
地
で
乾
燥
し
て
ゐ
る

場
合
に
特
に
晴
樹
り
で
あ
る
・
と
の
耕
起
の
困
難
性
は
自
動
耕
転
機
に
よ
っ
て
容
易

に
解
決
出
来
る
。
け
だ
し
、
耕
転
機
は
地
表
が
問
結
し
て
ゐ
れ
ば
、
前
進
車
が
土

中
に
め
り
と
ま
な
い
か
ら
、
前
進
抵
抗
が
少
く
た
り
能
率
的
に
耕
転
出
来
る
か
ら

で
あ
る
・
降
雨
中
又
は
降
雨
直
後
の
如
き
耕
土
の
梯
潤
又
は
湛
水
献
態
に
於
て

は
、
妻
の
耕
転
栽
培
跡
地
は
耕
土
が
水
を
含
ん
で
軟
く
な
り
、
耕
転
機
の
前
進
車

は
探
く
土
中
に
め
り
と
ん
で
前
進
抵
抗
が
大
と
な
り
、
耕
転
能
率
は
著
し
く
低
下

す
る
が
、
妻
の
不
耕
栽
培
跡
地
は
耕
土
が
団
結
し
て
ゐ
る
た
め
に
漁
潤
朕
態
に
於

て
も
能
率
的
に
耕
起
し
得
る
。
・
即
ち
第
一

O
表
に
一
示
す
如
く
、
滋
潤
欣
態
(
土
壊

、



水
分
が
飽
和
水
量
の
九
O
U
W以
上
の
場
合
〉
に
於
て
は
、
耕
転
栽
培
跡
地
の
耕
転
能
率
は
二
十
一日一
O
M低

下
す
る
が
、
不
耕
栽
培
跡
地
の
耕
転
能
率
は
、
漁
潤
欣
態
に
於
て
も
、
乾
燥
紙
態
に
於
け
る
も
の
と
殆
ん

E
差
が
な
い
の
で
あ
る
・
事
会
跡
地
の
耕
転
は
降
雨
の
多
い
梅
雨
期
で
あ
る
か
ら
渦
潤
欣
態
に
於
て
も
不
耕

栽
培
跡
地
な
ら
ば
耕
転
機
に
よ
っ
て
能
率
的
に
耕
転
出
来
る
と
い
ふ
と
と
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
.

次
に
、
裏
作
婆
の
不
耕
栽
培
跡
地
の
表
作
稲
に
及
ぼ
す
影
響
笠
間
一
の
稲
作
法
に
よ
る
玄
米
の
反
賞
牧

量
に
つ
い
て
み
る
に
、
第
一
一
変
化
示
す
如
く
、
耕
転
栽
培
跡
地
に
劣
ら
歩
、
不
耕
栽
培
跡
地
の
二

-
A

耕・不耕栽

培跡地の稲

作牧量

耕・不耕別区高i
制裁熔跡地 /'2.品6

不耕栽熔跡地I2.816 

第一一表

一
六
石
に
劃
し
て
耕
転
跡
地
の
そ
れ
は
こ
・
八
O
六
石
で
あ
る
・
裏
作
事
費
の
不
耕
栽
培
は
、
少
ミ
と
も
第
一
年
目
に
於
て
は
表
作
稲
に
悪
影

響
佐
奥
へ
て
は
ゐ
な
い
の
で
あ
る
・
と
の
問
題
は
、
更
に
連
年
の
成
績
を
集
積
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
・

玉
、
摘

要

て
貨
施
し
た
る
に
、
次
の
結
果
を
得
た
・

車
会
の
不
耕
栽
培
に
於
け
る
努
力
経
済
に
闘
す
る
研
究
を
、
菅
生
村
耐
安
(
砂
質
地
)
及
興
除
村
曾
根
〈
強
粘
土
地
)
の
資
胎
農
家
に
つ
い

A

、
妻
作
技
術
水
準
が
畜
耕
段
階
に
あ
る
菅
生
村
耐
安
の
貰
験
農
家
に
於
て
、
高
力
に
よ
る
b
T
排
法
と
耕
転
機
に
よ
る
全
耕
法
と
不
耕
密
揺

法
の
反
嘗
所
要
時
間
・
反
営
牧
量
・
労
働
一
人
ご

0
時
間
)
哲
生
産
高
を
比
較
す
れ
ば
、

高
0
・
二
三
石

ω、
畜
力
b
T
耕
法
の
反
省
所
要
時
聞
は
一

O
七
時
間
二

O
分
、
空
業
一
貫
七
O
O匁
施
湖
、
反
営
牧
量
二
・
問
七
石
、
勢
働
}
入
賞
生
産

E

買
の
不
掛
耕
輔
棋
培
に
関
す
る
研
究
(
第
三
副
開
告
)

明
七
七



E

置
の
不
掛
府
議
焔
に
闘
す
る
研
究
ハ
歯
雪
一
留
一
告
V

窒
素
一
貫
七
O
O匁
施
用
、
反
古
牧
骨
一
二
・
六

O
石
、
階
労
働
一
入
賞
生
産
高

• 

同
七
八

ω‘
機
械
金
耕
法
の
反
嘗
所
要
時
聞
は
八
九
時
間
五
五
分
、

O
二
一
九
石

側
、
不
耕
筏
播
訟
の
反
富
所
要
時
間
四
九
時
間
二

O
分
、
襲
来
四
賀
六

0
0匁
施
刷
、
反
営
牧
量
四
・
六
五
石
、
努
働
一
入
賞
生
産
高

0
・

九
四
石
で
あ
9
先。

也
、
要
作
技
術
水
準
が
機
械
耕
段
階
に
あ
る
集
除
村
曾
棋
の
質
験
農
家
に
於
て
、
慣
行
機
械
耕
訟
と
改
良
機
械
耕
法
と
不
耕
密
播
法
の
反
古

所
婆
時
間
・
反
省
牧
量
・
勢
働
一
人
(
一

0
時
間
〉
嘗
生
産
高
b
t
比
較
す
れ
ば
、

川
開
、
慣
行
機
械
耕
法
の
反
首
所
要
時
間
四
五
時
間
三

O
分
、
窒
素
二
貰
施
刷
、
反
省
牧
量
二
・
七
0
.
h
、
勢
働

一
入
賞
生
産
高
0
・
五
九
石

仰
‘
改
良
機
械
耕
法
の
反
首
所
要
時
間
凶
二
時
間
三

O
分
、
窒
来
四
貫
ニ

O
O匁
施
剤
、
反
首
牧
量
問
・
O
一
石
、
努
働
一
入
賞
生
産
高

0
・
九
四
石

倒
、
不
耕
密
播
法
の
反
富
所
要
時
間
四
0
時
間
、
窒
素
間
質
問

O
O匁
施

m、
反
首
牧
量
聞
・
五
六
石
、
献
労
働
一
入
者
生
産
高
了
一
四
石

で
あ
っ
た
.

c
、
不
耕
栽
培
に
於
け
る
反
嘗
牧
量
を
肥
料
首
特
に
窒
素
一
貫
匁
官
に
つ
い
て
前
記
各
耕
法
と
比
較
す
れ
ば
、

問
、
菅
生
村
一
前
安
の
字
耕
法
了
間
五
石
、
機
械
金
耕
法
了
五
一
ニ
石
、
不
耕
密
播
法
了
。
一
石
、
興
除
村
曾
根
の
慣
行
機
械
耕
法
了
三

五
石
、
改
良
機
械
耕
法

O
'九
五
石
、
不
耕
密
播
法

7
0四
石
で
あ
っ
た
。

不
耕
密
措
法
の
輩
業
一
貫
匁
首
の
牧
量
が
柑
K

低
い
の
は
除
草
剤
と

L
て
石
茨
費
識
を
撒
布
す
れ
ば
、
肥
料
効
果
が
若
干
低
下
す
る
か
ら

で
あ
る
が
、
石
夜
空
京
一

O
貨
の
債
格
は
一
人
一
日
営
の
努
働
賃
銀
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
不
耕
栽
培
は
粧
嶋
崎
的
に
は
極
め
て
経
情
的
危
耕
作



法
で
あ
る
が
、
更
に
石
友
章
業
の
除
草
効
果
を
高
め
る
と
共
に
肥
料
効
果
を
低
下
せ
し
め
-
な
い
研
究
が
必
要
で
あ
る
.
又
裏
作
奏
の
不
耕
栽

培
が
表
作
稲
に
及
ぼ
す
悪
影
響
は
少
〈
と
も
第
一
年
目
に
於
て
は
認
め
ら
れ
や
、
耕
転
機
伝
よ
る
萎
跡
の
耕
転
は
漁
潤
欣
態
に
於
て
も
有
能

に
な
し
得
た
。
本
研
究
は
更
に
と
り
か
へ
し
て
確
設
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
昭
和
一
八
年
一
月
三
O
日〉

文.

献

明
慨
に
樫
円
山
報
告
)

同
七
九

(3) (2) (1) 

拙

稿

思
賓
の
不
耕
栽
憶
に
関
す
る
研
究
ハ
第
一
綴
告
〉

罫
置
の
不
耕
栽
出
回
に
闘
す
る
研
究
ハ
第
二
報
告
)

そ
の
一
、
不
鱗
栽
焔
に
於
け
る
豪
州
千
住
育
溢
自
慢
に
慨
す
る
研
究
ハ
世
間
一
線
〉

拙

繍

ぞ
の
一
寸
不
耕
栽
出
回
に
於
け
る
縫
草
防
除
に
関
す
る
研
究
ハ
第
一
徹
〉
'

竹
内

静
夫

岡
山
織
に
於
け
る
小
姿
簡
易
盤
地
に
つ
い
て

農
業
及
圃
郵

昭
和
一
四
年
問

l
五
月

(4) 

岡
山
町
胴
農
商
事
訴
級
編

姿
作
に
お
す
る
石
灰
窒
素
施
用
法

農
産
資
料

借
用
ご
一
概

昭
和
一
四
年
〕
二
月

(5) 

局
側
洲
凶
立
克
山
縫
製
試
睡
眠
鋸

試
騒
成
績

康
徳
凶

i
七
年

(6) 

岡
山
際
立
健
康
試
日
明
嗣
掴

岡
山
聯
に
於
け
る
現
時
の
置
賞
作
法

昭
和
九
年
三
局

~7) 

岡
山
機
内
務
部

産
業
革
本
調
査

大
正
一

O
年

• 



慣行機械緋法

嵯間 2尺7寸〈相3稼〉

縁 関 5寸穴燭

守拘

改良機械耕法

畦間 1尺8寸〈絹2綜〉

核 開 5寸穴嬬

不耕智也矯法

畦樹 9寸〈橋1稼)

様 間 5寸穴婿


